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家庭における三つの言葉 

 

・すでにインターネットを通じてご存知の

方がいらっしゃると思いますが、まだ読ん

でいない方もいらっしゃるかもしれませ

んので、この「司祭のてがみ」を借りて教

皇フランシスコが家庭
か て い

生活
せいかつ

についておっ

しゃったことを紹介
しょうかい

させていただきます。 

・去る 5 月 13 日の一般
いっぱん

謁見
えっけん

の時に教皇
きょうこう

フ

ランシスコは家庭生活に欠かせない「三つ

の言葉
こ と ば

」について語りました。 

─その三つの言葉は「いいですか」「あり

がとう」「ごめんなさい」と言う言葉です。 

─以下、教皇フランシスコの話です。 

（カトリック中央協議会による訳） 

 

＊これらのことばは、通常
つうじょう

、「礼儀
れ い ぎ

正
ただ

しい」

ことを表すことばとして類別
るいべつ

されます。確
たし

かに、礼儀
れ い ぎ

正
ただ

しい人は許可
き ょ か

を求
もと

め、感謝
かんしゃ

し、

間違
ま ち が

えたら誤
あやま

ります。礼儀正しいことは、

確かに非常
ひじょう

に重要
じゅうよう

です。偉大
い だ い

な司教
しきょう

、聖

フランシスコ・サレジオは、「礼儀正しけ

れば、すでに聖性
せいせい

への道
みち

を半分
はんぶん

、歩
あゆ

んでい

る」と言っています。しかし気をつけてく

ださい。これまでの歴史
れ き し

を見れば分かるよ

うに、礼儀正しい態度
た い ど

は、他者
た し ゃ

に対して

冷淡
れいたん

で無関心
むかんしん

な 心
こころ

を覆
おお

い隠
かく

す、一種
いっしゅ

の

形式
けいしき

主義
し ゅ ぎ

に陥
おちい

ることもあります。「よいマ

ナーの背後
は い ご

には、多くの悪習
あくしゅう

が隠
かく

れてい

る」とよく言われる通りです。宗 教
しゅうきょう

も、

形式的
けいしきてき

な世俗
せ ぞ く

主義
し ゅ ぎ

に陥
おちい

る恐
おそ

れがあります。

実際
じっさい

、イエスを誘惑
ゆうわく

した悪魔
あ く ま

は、自分
じ ぶ ん

が礼

儀正しいことを誇示
こ じ

し、聖書
せいしょ

を引用
いんよう

する神
しん

学者
がくしゃ

のように見えることすらあります。そ

の外見
がいけん

は正しいのですが、その真意
し ん い

は神の

愛
あい

の真理
し ん り

から逸脱
いつだつ

しています。しかし、真

の意味での礼儀正しさは、善意
ぜ ん い

の愛
あい

と他者
た し ゃ

への尊重
そんちょう

のもとに、豊
ゆた

かな人間
にんげん

関係
かんけい

を育
はぐく

むものです。 

 

最初
さいしょ

のことば、「いいですか」について考

えてみましょう。人に何かを丁寧
ていねい

に頼
たの

む時
とき

、

たとえそれが与えられて当然
とうぜん

であるとし

ても、結婚
けっこん

生活
せいかつ

と家庭
か て い

生活
せいかつ

の基盤
き ば ん

となる

共同
きょうどう

生活
せいかつ

を尊重
そんちょう

しなければなりません。

他人
た に ん

の生活
せいかつ

に立ち入る際
さい

には、すでに自分

の人生
じんせい

にとって欠かせない存在
そんざい

になって
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いる人に対してであっても、押
お

しつけがま

しくならないよう配慮
はいりょ

する必要
ひつよう

がありま

す。そうすれば、信頼
しんらい

と尊重
そんちょう

を新
あら

たにす

ることができます。親しいからといって、

何をしてもかまわないということはあり

ません。実際
じっさい

、愛情
あいじょう

が深くて強ければな

おさら、相手
あ い て

の自由
じ ゆ う

を尊重
そんちょう

し、相手が心

の扉
とびら

を開
ひら

くのを待
ま

たなければなりません。

ここで、「ヨハネの黙示録
もくしろく

」の中のイエス

のことばを思い出しましょう。「見よ、わ

たしは戸口
と ぐ ち

に立って、たたいている。だれ

かわたしの声
こえ

を聞
き

いて戸
と

を開
あ

ける者があ

れば、わたしは中に入ってその者とともに

食事
しょくじ

をし、彼
かれ

もまた、わたしとともに食事

をするであろう。（3 章 20）主でさえも、

中に入るのに許可
き ょ か

を求
もと

めます。このことを

忘れないようにしましょう。家庭の中で何

かをする前に、「こうしてもいいですか」

「こうして欲しいですか」と尋
たず

ねてくださ

い。そのように尋ねることは、真に礼儀正

しい行いであると同時に、愛にあふれた行

いでもあります。それにより、家庭はさら

に豊かになるのです。 

 

第二のことばは「ありがとう」です。現代
げんだい

社会
しゃかい

には、乱暴
らんぼう

な行
おこな

いやことばを乱用
らんよう

し、

それらをまるで解放
かいほう

のしるしであるかの

ように考える傾向
けいこう

があるようです。乱暴
らんぼう

な

ことばが公然
こうぜん

と語
かた

られることも珍しくあ

りません。優
やさ

しさと感謝
かんしゃ

の心
こころ

が、弱
よわ

さの

しるしとして考えられ、不信
ふ し ん

を招
まね

くことす

らあります。この傾向
けいこう

は家庭
か て い

の中にも見ら

れます。わたしたちは、感謝することを必

ず人々
ひとびと

に教
おし

えなければなりません。人間
にんげん

の

尊厳
そんげん

と社会
しゃかい

主義
し ゅ ぎ

は家庭
か て い

を通して伝わりま

す。 
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こうした生き方が家庭生活において否定
ひ て い

されるなら、それは社会
しゃかい

生活
せいかつ

でも否定
ひ て い

され

るでしょう。また、キリスト者にとって感

謝することは、信仰
しんこう

の中心
ちゅうしん

そのものです。

感謝できないキリスト者は、神の「ことば」

を忘れています。なんと悲惨
ひ さ ん

なことでしょ

う。思い皮膚病
ひふびょう

を患った 10 人の人をイエ

スがいやしても、その中のたった一人しか

感謝するために戻って来なかったことに

対するイエスの問いかけを忘れてはなり

ません。（ルカ 17、18 参照） 

非常
ひじょう

に思慮
し り ょ

深
ぶか

く慎
つつ

ましいある老人が「感謝

は、気高
け だ か

い心を持った土にだけ育つ草木
く さ き

で

す」と言っていました。彼はいのちと信心
しんじん

について素晴
す ば

らしい知恵
ち え

を持っていまし

た。このような 魂
たましい

の気高
け だ か

さと、心
こころ

の中

にある神の恵みにより、わたしたちは感謝

の心をもって「ありがとう」と言うように

駆
か

り立
た

てられます。 

それは、気高
け だ か

い 魂
たましい

が咲かせる花です。本

当に美しいことです。 

 

第三のことばは「ごめんなさい」です。こ

れは言いづらいことばですが、とても必要

なことばです。このことばが失われたら、

亀裂
き れ つ

が入り始めます。その亀裂
き れ つ

は、たとえ

そう望まなくても、大きな溝になる可能性

があります。 

イエスが教えてくださった「主の祈り」─

生活における本質的
ほんしつてき

な問
と

いがまとめられ

ている祈り─の中には、「わたしたちの罪

をおゆるしください。わたしたちも人をゆ

るします」（マタイ 6・12）という祈りが

あることを忘れてはなりません。自
みずか

らの

過
あやま

ちを認
みと

めることによって、また失われ

たもの─敬意
け い い

、誠意
せ い い

、愛
あい

、─を取り戻した

いという願
ねが

うことによって、人はゆるされ

るに値
あたい

する者となります。このようにし

て、病
やまい

がいやされます。謝
あやま

ることができ

なければ、ゆるすこともできません。謝る

ことができない家庭は、息苦
いきぐる

しく、よどん

だ雰囲気
ふ ん い き

になってしまいます。「ごめんな

さい」というこの大切なことばが失われる

と、家庭内に多くの苦しみや傷が生じ、涙
なみだ

が流れます。 
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結婚生活にいざこざはつきものです。皿
さら

が

飛ぶような大げんかもあるでしょう。しか

し一つ、アドバイスさせてください。互
たが

い

に仲直
なかなお

りせずに一日を終えることのない

ようにしましょう。よく聞いてください。

夫婦
ふ う ふ

げんかをしたことがありますか。子ど

もの皆さん、皆さんは両親
りょうしん

とけんかをし

たことがありますか。大げんかになったこ

とがありますか。それはよいことではあり

ませんが、それが本当
ほんとう

に問題
もんだい

なのではあり

ません。問題なのは、その気持ちのまま次

の日を迎
むか

えることです。けんかをしたとし

ても、家族と仲直りしないで一日を終えな

いようにしましょう。どうやって仲直りし

たらよいでしょう。ひざまずくのでしょう

か。違
ちが

います。ほんの小さなしぐさや、さ

さやかなことによって、皆さんの家庭に

平和
へ い わ

が戻
もど

ります。ほんの少し、優
やさ

しくする

のです。ことばは必要ありません。しかし、

仲直りせずに、日が沈むことがないように

しましょう。分かりましたか。それは簡単
かんたん

ではないでしょうが、そうしなければなり

ません。そうすれば皆さんの生活はさらに

素晴らしいものになるでしょう。 

 

このように、家庭生活における三つのキー

ワードは非常
ひじょう

に単純
たんじゅん

なことばです。あま

りにも単純なので、思わず微笑
ほ ほ え

んでしまう

かもしれません。しかし、これらのことば

を忘れたら、もう笑うどころではありませ

ん。わたしたちは、礼儀正しくすることを

軽視
け い し

しすぎているのかもしれません。これ

らのことばを、本来あるべき姿で家庭と社

会の中に戻せるよう、主がわたしたちを助

けてくださいますように。 

 

この三つのことばを繰り返し唱
とな

えましょ

う。「いいですか」、「ありがとう」、「ごめ

んなさい」。これらのことばが家族
か ぞ く

愛
あい

に

浸透
しんとう

するからこそ、家庭はどんな時代にも

存在し続けるのです。わたしのアドバイス

を繰り返し唱えましょう。「仲直りせずに、

一日を終えないようにしましょう」と。 

 

─以上のことばを夫婦
ふ う ふ

で、家庭
か て い

で共
とも

に読み、

それについて分かち合うことはためにな

るのではないでしょうか。 

 

さらに、信仰
しんこう

と洗礼
せんれい

によって「イエスの家

族」とされた私たちの共同体
きょうどうたい

も、この「三

つのことば」を意識
い し き

し、それにそって関
かか

わ

り合うように心がければ、一層
いっそう

福音
ふくいん

に相応
ふ さ わ

しく生きる共同体になるのではないでし

ょうか。 


